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研究成果概要 

本研究では、京都大学化学研究所スーパーコンピュータシステムを利用し、死細胞貪食因

子を利用した新規貪食誘導分子開発のため、構造予測を行い新規貪食誘導候補分子の探

索を行った。これにより得られた候補分子を用いた分子生物学実験を行うことができた。来年

度も、さらに計算機を用いた解析を行うことにより、貪食を最適化するための因子の改良に努

め、論文として発表する予定である 
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